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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第40期 

第１四半期連結 
累計期間 

第41期 
第１四半期連結 

累計期間 
第40期 

会計期間 
自2018年４月１日 
至2018年６月30日 

自2019年４月１日 
至2019年６月30日 

自2018年４月１日 
至2019年３月31日 

売上高 （千円） 1,361,082 1,360,862 5,623,299 

経常利益 （千円） 11,116 5,860 130,751 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△） 

（千円） △2,936 3,686 135,159 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,954 △6,033 143,414 

純資産額 （千円） 1,555,063 1,669,602 1,696,482 

総資産額 （千円） 5,004,414 5,028,730 5,092,988 

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△） 

（円） △0.70 0.88 32.42 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 31.1 33.2 33.3 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して 

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第40期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第41期第１四半期連結累計期間及び第40期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

 (1)財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間（2019年４月１日～2019年６月30日）におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改

善が続く中、緩やかな回復基調で推移してまいりました。一方で、米中貿易摩擦の長期化や中国経済の減速リスク

など、先行きは不透明な状況となっております。

食品業界におきましては、個人消費が伸び悩むなど依然として厳しい環境にありますが、高齢化が進む中での健

康意識の高まりもあり、消費者の食の安心・安全に対する関心は年々高くなっております。

このような状況の中、主力の鶏肉の販売は微減となったものの、鶏肉以外の品目の販売が増加したことから、売

上高は前年同期並みとなりました。利益面につきましては、生産子会社における鶏肉・鶏卵の生産成績の改善や、

直販事業の販売費及び一般管理費の削減効果などありましたが、鶏肉パックセンターや冷凍食品工場の製造コスト

の増加などにより減益となりました。

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、13億60百万円（前年同期比0.0％減）、営業損失は７百万

円（前年同期は４百万円の利益）、経常利益は５百万円（前年同期比47.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は３百万円（前年同期は２百万円の損失）となりました。

 

 セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。 

 

（生産卸売事業） 

 生産卸売事業につきましては、主力の鶏肉は微減となったものの、鶏肉以外の品目の販売が前年同期を上回った

ため売上高は微増となりました。利益面につきましては、生産子会社における鶏肉・鶏卵の生産成績の改善などが

あったものの、鶏肉パックセンターや冷凍食品工場の製造コストの増加などにより減益となりました。

 この結果、生産卸売事業の売上高は、11億10百万円（前年同期比0.6％増）、営業利益は69百万円（前年同期比

28.6％減）となりました。

 

（直販事業） 

当社の食を中心とした安心・安全な食品を個人の消費者に直接お届けする直販事業につきましては、宅急便でお

届けする全国向けの販売は引き続き増加したものの、山口及び大阪での自社配達分の販売が減少したため、売上高

は減少いたしました。利益面につきましては、売上は減少したものの、粗利率の改善効果と、会員募集費やカタロ

グ費などの販売費及び一般管理費の減少により増益となりました。

 この結果、直販事業の売上高は、２億50百万円（前年同期比2.5％減）、営業利益は２百万円（前年同期は13百

万円の損失）となりました。 

 

 財政状態については、次のとおりであります。 

 

（流動資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、20億42百万円（前連結会計年度末は20億64百万円）と

なり、前連結会計年度末と比べ22百万円減少いたしました。主な要因は、現金及び預金の減少（55百万円）及び、

商品及び製品の増加（34百万円）によるものであります。

（固定資産）

 当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、29億86百万円（前連結会計年度末は30億28百万円）と

なり、前連結会計年度末と比べ42百万円減少いたしました。主な要因は、機械装置及び運搬具（純額）の減少（31

百万円）によるものであります。

（流動負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、18億50百万円（前連結会計年度末は19億21百万円）と

なり、前連結会計年度末と比べ70百万円減少いたしました。主な要因は、未払法人税等の減少（33百万円）による

ものであります。
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（固定負債） 

 当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、15億８百万円（前連結会計年度末は14億75百万円）と

なり、前連結会計年度末と比べ33百万円増加いたしました。主な要因は、長期借入金の増加（35百万円）によるも

のであります。

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、16億69百万円（前連結会計年度末は16億96百万円）とな

り、前連結会計年度末と比べ26百万円減少いたしました。主な要因は、利益剰余金の減少（17百万円）によるもの

であります。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

 当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、7,888千円であります。

 なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（2019年６月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（2019年８月13日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 4,179,000 4,179,000 

東京証券取引所 

ＪＡＳＤＡＱ 

（スタンダード） 

単元株式数 

100株 

計 4,179,000 4,179,000 － － 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

   該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

   該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年４月１日～
2019年６月30日

－ 4,179 － 714,150 － 381,030

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（６）【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2019年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

        2019年６月30日現在 

 区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式   － － － 

議決権制限株式（自己株式等）   － － － 

議決権制限株式（その他）   － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 9,800 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,168,400 41,684 － 

単元未満株式 普通株式 800 － － 

発行済株式総数   4,179,000 － － 

総株主の議決権   － 41,684 － 

 

②【自己株式等】

        2019年６月30日現在 

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有株
式数（株） 

他人名義所有株
式数（株） 

所有株式数の合
計（株） 

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％） 

㈱秋川牧園 
山口県山口市仁保

下郷10317 
9,800 － 9,800 0.23 

計 － 9,800 － 9,800 0.23 

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、西日本監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 572,569 517,280 

受取手形及び売掛金 666,227 671,382 

商品及び製品 203,812 238,066 

仕掛品 388,533 393,914 

原材料及び貯蔵品 86,216 77,550 

未収入金 124,649 124,314 

その他 25,170 22,493 

貸倒引当金 △2,656 △2,497 

流動資産合計 2,064,522 2,042,504 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,066,814 1,053,617 

機械装置及び運搬具（純額） 523,305 491,750 

土地 1,019,456 1,019,456 

建設仮勘定 30,353 36,209 

その他（純額） 103,359 108,951 

有形固定資産合計 2,743,288 2,709,984 

無形固定資産    

のれん 23,410 22,498 

その他 29,112 27,007 

無形固定資産合計 52,522 49,505 

投資その他の資産 ※ 232,654 ※ 226,735 

固定資産合計 3,028,465 2,986,226 

資産合計 5,092,988 5,028,730 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 400,593 403,974 

短期借入金 1,046,258 1,036,067 

リース債務 5,633 5,889 

未払法人税等 42,888 8,912 

賞与引当金 34,755 27,747 

その他 391,172 368,209 

流動負債合計 1,921,301 1,850,800 

固定負債    

長期借入金 1,150,179 1,186,117 

リース債務 23,895 22,066 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年６月30日) 

繰延税金負債 7,612 2,966 

退職給付に係る負債 235,648 239,037 

役員退職慰労引当金 57,869 58,140 

固定負債合計 1,475,204 1,508,327 

負債合計 3,396,505 3,359,128 

純資産の部    

株主資本    

資本金 714,150 714,150 

資本剰余金 553,441 553,441 

利益剰余金 389,272 372,113 

自己株式 △5,880 △5,880 

株主資本合計 1,650,983 1,633,823 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 45,205 35,337 

その他の包括利益累計額合計 45,205 35,337 

非支配株主持分 293 440 

純資産合計 1,696,482 1,669,602 

負債純資産合計 5,092,988 5,028,730 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年６月30日) 

売上高 1,361,082 1,360,862 

売上原価 1,025,231 1,044,253 

売上総利益 335,850 316,609 

販売費及び一般管理費 331,729 324,255 

営業利益又は営業損失（△） 4,121 △7,646 

営業外収益    

受取利息 30 26 

受取配当金 690 720 

補填金収入 4,520 11,301 

補助金収入 2,263 2,076 

その他 2,706 2,389 

営業外収益合計 10,210 16,513 

営業外費用    

支払利息 3,215 3,006 

その他 0 － 

営業外費用合計 3,216 3,006 

経常利益 11,116 5,860 

特別利益    

固定資産売却益 1,342 615 

補助金収入 47,000 － 

特別利益合計 48,342 615 

特別損失    

固定資産売却損 － 536 

固定資産除却損 75 0 

固定資産圧縮損 47,000 － 

特別損失合計 47,075 536 

税金等調整前四半期純利益 12,383 5,939 

法人税、住民税及び事業税 5,758 6,114 

法人税等調整額 9,524 △4,007 

法人税等合計 15,282 2,106 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,899 3,833 

非支配株主に帰属する四半期純利益 37 147 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△2,936 3,686 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,899 3,833 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 4,853 △9,867 

その他の包括利益合計 4,853 △9,867 

四半期包括利益 1,954 △6,033 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,916 △6,181 

非支配株主に係る四半期包括利益 37 147 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度 

（2019年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間 

（2019年６月30日） 

投資その他の資産 292千円 295千円 

 

（四半期連結損益計算書関係）

 前第１四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自2019年

４月１日 至2019年６月30日）

 当社グループの主たる事業では、鍋シーズンやクリスマスなどの冬季に、鶏肉製品が集中して受注を受けるた

め、第３四半期連結会計期間の売上高は他の四半期連結会計期間の売上高と比べ著しく高くなるという季節的変動

があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

減価償却費 87,136千円 88,273千円

のれんの償却額 912 912

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月26日

定時株主総会
普通株式 20,845 5  2018年３月31日  2018年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月25日

定時株主総会
普通株式 20,845 5  2019年３月31日  2019年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  生産卸売 直販 

売上高      

外部顧客への売上高 1,104,341 256,740 1,361,082 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

81,674 1,559 83,234 

計 1,186,015 258,300 1,444,316 

セグメント利益又は損失

（△） 
97,952 △13,783 84,168 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円)
 

利益 金額

報告セグメント計 84,168

のれんの償却額 △912

全社費用（注） △79,135

四半期連結損益計算書の営業利益 4,121

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  生産卸売 直販 

売上高      

外部顧客への売上高 1,110,617 250,244 1,360,862 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

84,373 1,390 85,763 

計 1,194,990 251,635 1,446,626 

セグメント利益 69,960 2,563 72,523 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円)
 

利益 金額

報告セグメント計 72,523

のれんの償却額 △912

全社費用（注） △79,257

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △7,646

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損

失（△）
△０円70銭 ０円88銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
△2,936 3,686

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）（千円）

△2,936 3,686

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,169 4,169
 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第１四半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため、当第１四半期連結累計期間は、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年８月７日

株式会社秋川牧園 

取締役会 御中 

 

西日本監査法人 

 

 
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 大藪 俊治  印 

 

  業 務 執 行 社 員  公認会計士 日浦 祐介  印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社秋川牧

園の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019年６月

30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社秋川牧園及び連結子会社の2019年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

 （注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

    ２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 



【表紙】
 

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 中国財務局長

【提出日】 2019年８月13日

【会社名】 株式会社秋川牧園

【英訳名】 AKIKAWA FOODS & FARMS CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  秋川 正

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 山口県山口市仁保下郷10317番地

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
 



１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長秋川正は、当社の第41期第１四半期（自2019年４月１日 至2019年６月30日）の四半期報告書

の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。

 

２【特記事項】

 特記すべき事項はありません。

 


